
 

【
作
者
】
賴 

山
陽
（
一
七
八
〇
～
一
八
三
二
年
）
（
安
永
九
年
～
天
保
三)

、
江
戸
後
期
の
人
、
広
島
藩
士
で
朱
子
学
者
の
頼
春
水
（
し
ゅ
ん
す
い
）
の
長
男
と
し
て
、
大
阪
の

江
戸
堀
に
生
れ
る
。
名
は
襄
（
の
ぼ
る
）、
字
（
あ
ざ
な
）
は
子
成
、
号
は
山
陽
。
史
家
、
広
島
藩
士
尾
藤
二
洲
の
門
に
入
り
昌
平
黌
（ 

し
ょ
う
へ
い
こ
う
）
に
学
ぶ
。
尊

皇
の
志
厚
く
、
豪
放
磊
落
・
孝
心
厚
く
日
本
外
史
な
ど
著
述
詩
作
に
も
専
念
し
た
。
十
八
歳
で
江
戸
に
遊
学
し
た
。
二
十
一
歳
京
都 

に
走
り
脱
藩
の
罪
に
よ
り

幽
閉
さ
れ
る
。
天
保
三
年
九
月
病
の
た
め
没
。
五
十
三
歳
。 

【語
釈
】＊
阿
嵎
嶺…

阿
久
根
の
こ
と
で
鹿
児
島
県
の
西
海
岸
に
あ
り
湾
口
に
奇
巌
並
立
す
る
。  

＊
危 

礁…

礁
は
か
く
れ
岩
。
波
の
動
き
で
見
え
隠
れ
す
る
岩
。 

＊
大 

濤…

荒
波
。 

大
波
。  

＊
鶻 

影…

鶻
は
あ
さ
き
ど
り
。
鳩
属 

体
青
黒
色
で
尾
は
短
く
よ
く
囀
（
さ
え
ず
）
る
。
又
た
か
や
は
や
ぶ
さ
の
類
と
も
い
う
。

こ
こ
で
は
は
や
ぶ
さ
の
飛
ぶ
影 

【通
釈
】奇
岩
怪
石
が
波
間
（な
み
ま
）に
乱
れ
立
っ
て
い
る
。
目
を
見
張
っ
て
遠
く
西
南
を
眺
（な
が
）め
る 

と
、
海
水
が
渺
茫
（び
ょ
う
ぼ
う
）と
し
て
山
一
つ
見
え
な
い
。 

た
だ
鳥
の
影
が
水
面
す
れ
す
れ
に
旋
回
（
せ
ん
か
い
）し
て
い
て
、
先
ほ
ど
ま
で
見
え
て
い
た
白
帆
（
し
ら
ほ
）の
影
も
い
つ
し
か 

水
平
線
の
彼
方
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。

天
と
水
が
一
つ
に
連
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
恐
ら
く
あ
の
辺
り
が
台
湾
だ
ろ
う
。 


